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地域社会への貢献活動
　当金庫は、経営理念に掲げる「地域と共生し豊かなまちづくりに奉仕する」の実現に向けて、金融サービスだけでなく、
環境、文化、教育などあらゆる角度から、広く地域社会の活性化に取組んでおります。

①地域経済の持続的発展 ②魅力ある地域社会づくりへの貢献 ③環境保全への永続的な取組み

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業等の
思い切った事業再構築への挑戦を支援する「事業再構築補
助金」の申請では、５次公募までに56件の申請支援を行い
ました。

取引先支援の取組み

　当金庫のSDGsの取組み
の一環として、３つのテー
マに取り組んでおります。

SDGsへの貢献

補助金申請支援

　にししん地域振興財団は、地域貢献の一環として当金庫が基金の全額を拠出して設立した一般財団法人です。現在の
基本財産は１億8千5百万円となっております。西播磨地域の振興・発展を図るために、令和3年度の主な事業の助成を
次のとおり行いました。

一般財団法人「にししん地域振興財団」

還付金詐欺の防止　紙通帳からアプリ通帳への切替で、お客
さまの利便性向上とともに紙資源削減に
よる環境保全、地域のお客さまのSDGsへ
の関心向上に繋げます。

アプリ通帳（通帳レス）の取扱い開始

　新型コロナウイルスの影響を大きく受
けた地域を応援するために、定期預金の
預入額に応じて地域の自治体に寄付を行
う「地域応援定期預金」を募集しました。

地域応援定期預金

　信金中央金庫が実施する地域創生推進スキーム「SCBふ
るさと応援団」について、宍粟市の申請にかかる推薦・支
援を行いました。同市が実施する地域創生事業（宍粟市の
豊かな自然を活かしたアウトドア推進事業）が寄付対象と
して採択され、令和４年３月２日（水）に信金中央金庫より
同市へ寄付金1,000万円が贈呈されました。

SCBふるさと応援団

　宍粟市内の事業者に対して
大手企業OBで構成されている
川上川下ビジネスネットワー
ク事業のブラッシュアップ委
員会を開催し、各事業者の技
術力等を紹介して販路拡大支
援を行いました。

「販路拡大支援事業」

　新型コロナウイルス感染拡
大でデジタル社会への変革が
進むことに鑑み、オンライン
ツールを活用した商談会を開
催しました。

「食のオンライン商談会」 　令和４年３月にしそう日本酒まつり実行委員会による自
主製作映画「山間（やまあい）のあかり」が一般公開されまし
た。地元ゆかりの100人以上の方がボランティアで参加さ
れ、宍粟の雄大な自然や住民の温かな人柄を物語に織り交
ぜ、郷土愛たっぷりの作品となりました。

しそう日本酒まつり実行委員会に対する助成

　ショーウィンドウディスプレイは青少年健全育成助成事業に基づいて展示しています。
　地域のにぎわいづくりのために、本店北側ショーウィンドウを活用して、山崎高等学校と龍野北高等学校の生徒の皆
さんにより展示していただいております。

地域貢献に対する助成（ショーウィンドウディスプレイ）

　還付金詐欺を未然に防いだとして、宍粟警察署長から福山奈美さん（一宮支店）へ、たつの警察署長から松浦楓さん（龍
野支店）へ、姫路警察署長から林田支店、姫路北支店へそれぞれ感謝状が授与されました。

地域応援定期預金のパンフレット

アプリ通帳SDGsキャンペーンのパンフレット

宍粟警察署長より感謝状授与
（一宮支店 福山さん）

たつの警察署長より感謝状授与
（龍野支店 松浦さん）

令和３年６月龍野北高等学校 令和３年９月山崎高等学校 令和３年12月龍野北高等学校 令和４年３月龍野北高等学校

しそう日本酒まつり実行委員会製作
映画「山間のあかり」

姫路警察署長より感謝状授与
（姫路北支店 諏訪代理（左）井上支店長（中央））

ブラッシュアップ委員会の様子

池田社長より機械装置の説明を受ける当金庫担当者 タブレットによる商談中の様子

「SCBふるさと応援団」
寄付金贈呈式

しそうビジネスサポート

株式会社アソカ産業様
～新素材「二相ステンレス」の難加工で
　　　　　　　 新たな市場に挑戦する収益強化事業～

◎コミュニティ活動助成事業（助成金額80万円）
　①しそう日本酒まつり実行委員会自主映画製作

事業への助成
　②染河内森のようちえんリノベーションプロ

ジェクトに対する助成
　③その他、７件に対する助成

◎公共施設設備助成事業（助成金額10万円）
　①しそう自立の家建設募金に対する助成
◎青少年健全育成助成事業（助成金額221万円）
　①宍粟市小中学校児童、生徒健全育成会に対する

助成
　②その他、６件に対する助成
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